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『
南
洲
翁
遺
訓
』
と
荘
内
南
洲
神
社 

― 

歴
史
を
訪
ね
る
旅
（
８
） 

 

 

下
土
橋 

渡 

 

鹿
児
島
県
内
に
生
ま
れ
育
ち
、
鹿
児
島
市
内
に
あ

る
銅
像
や
城
山
の
洞
窟
、
終
焉
の
地
な
ど
も
見
て
知

っ
て
い
て
、
西
郷
隆
盛
と
い
う
名
は
子
供
の
頃
か
ら

た
い
へ
ん
馴
染
み
深
い
も
の
で
し
た
。
鹿
児
島
県
人

に
と
っ
て
い
わ
ゆ
る
『
お
い
ど
ん
が
西
郷
ど
ん
』
と

い
う
わ
け
な
の
で
す
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
西
郷

隆
盛
の
言
葉
を
ま
と
め
た
『
南
洲
翁
遺
訓
』
い
う
一

冊
の
本
が
あ
り
、
明
治
維
新
か
ら
一
五
〇
年
を
経
た

現
在
で
も
自
費
出
版
さ
れ
、
全
国
に
配
布
さ
れ
続
け

て
い
る
こ
と
、
し
か
も
、
そ
の
本
を
出
版
し
配
布
し

て
い
る
の
が
鹿
児
島
の
人
た
ち
で
は
な
く
、
山
形
県

酒
田
市
に
あ
る
『
荘
内
南
洲
会
』
の
人
た
ち
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
五
〇
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の

こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
酒
田
市
に
南
洲
神
社
が
あ

る
こ
と
も
驚
き
で
し
た
。 

庄
内
藩
（
今
で
い
う
山
形
県
鶴
岡
市
、
酒
田
市
）

の
藩
主
や
藩
士
た
ち
は
、
戊
辰
戦
争
の
戦
後
処
理
で

西
郷
隆
盛
の
下
し
た
処
置
が
温
情
あ
る
極
め
て
寛
大

も
の
だ
っ
た
こ
と
に
感
じ
入
り
、
西
郷
に
教
え
を
請

う
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
そ
の
教
え
を
一
冊
の
本
に

編
集
し
て
出
版
し
、
全
国
に
配
り
歩
き
始
め
た
の
で

し
た
。 

『
南
洲
翁
遺
訓
』
の
地
に
行
っ
て
み
た
い
。
そ
の

憧
憬
の
地
、
山
形
県
庄
内
を
は
じ
め
て
訪
ね
た
の
は

二
〇
一
〇
年
三
月
の
こ
と
で
し
た
。 

一
、
戊
辰
戦
争 

庄
内
藩
主
酒
井
家
は
、
徳
川
幕
府
の
三
河
以
来
の

譜
代
の
名
門
で
、
酒
井
家
に
と
っ
て
徳
川
家
は
長
い

間
恩
を
受
け
た
主
家
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）、
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
江

せ 
ご 

ぼ
し
ん 



2 

 
戸
薩
摩
藩
邸
を
焼
き
打
ち
し
、
そ
の
後
の
戊
辰
戦
争

で
は
、
東
北
諸
藩
と
と
も
に
官
軍
に
対
し
て
最
後
ま

で
頑
強
に
抵
抗
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
郷
の
率
い

る
官
軍
の
前
に
東
北
諸
藩
は
次
々
に
落
ち
、
明
治
元

年
（
一
八
六
八
年
）
九
月
二
十
六
日
庄
内
藩
も
大
勢

を
察
し
て
つ
い
に
恭
順
、
そ
の
と
き
庄
内
藩
の
降
伏

の
申
し
出
を
受
け
た
の
は
新
政
府
軍
参
謀
・
黒
田
清

隆
で
し
た
。
鶴
岡
市
役
所
の
前
に
か
つ
て
庄
内
藩
の

藩
校
だ
っ
た
致
道
館
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
表
御

門
、
聖
廟
、
講
堂
、
御
居
間
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、

国
指
定
史
跡
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
致
道
館
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
藩
主
が
昇
校
の

際
に
御
入
り
に
な
っ
た
御
居
間
と
い
う
部
屋
が
あ
っ

て
、
庄
内
藩
は
、
明
治
元
年
黒
田
清
隆
を
こ
の
部
屋

に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。 

新
政
府
軍
に
最
後
ま
で
執
拗
に
抵
抗
し
た
藩
で

し
た
か
ら
、
庄
内
藩
の
藩
主
や
藩
士
ら
は
厳
重
な
処

罰
が
下
る
も
の
と
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、 

黒
田
か
ら
告
げ
ら
れ
た
の
は
案
に
相
違
し
て
極
め
て

寛
大
も
の
で
し
た
。
十
一
代
藩
主
・
酒
井
忠
篤
は
謹

慎
を
命
じ
ら
れ
、
新
政
府
に
反
逆
し
た
と
し
て
改
易

に
処
せ
ら
れ
た
も
の
の
、弟
の
忠
宝
が
藩
主
と
な
り
、

十
七
万
石
か
ら
十
二
万
石
に
減
封
さ
れ
た
上
で
庄
内

藩
は
存
続
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
と
も
に
列
藩
同
盟
の

盟
主
で
あ
っ
た
会
津
藩
が
解
体
と
流
刑
と
な
っ
た
の

と
は
対
照
的
に
、
庄
内
藩
は
軽
い
処
分
で
済
ん
だ
の

で
す
。 

二
、『
南
洲
翁
遺
訓
』 

庄
内
藩
に
対
す
る
こ
の
寛
大
な
処
置
の
す
べ
て

は
実
は
、
戦
況
視
察
の
た
め
に
来
庄
し
た
西
郷
隆
盛

が
予
め
黒
田
参
謀
に
指
示
し
て
い
た
も
の
で
し
た
。

の
ち
に
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
庄
内
の
人
々
は
西
郷
の

大
徳
に
心
か
ら
敬
慕
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

明
治
二
年
に
罪
を
許
さ
れ
た
酒
井
忠
篤
公
は
、
明

治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
十
一
月
、
藩
士
七
十
余
名

と
共
に
遠
路
鹿
児
島
に
赴
き
、
約
半
年
間
西
郷
を
始 

ち
ど
う
か
ん 
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御居間（致道館） 藩主が昇校の際に御入りになった部屋。戊辰戦争で降

伏した庄内藩が官軍参謀黒田清隆を迎えて謝罪したゆかりの部屋です。 

致道館（山形県鶴岡市）の扁額『敬天愛人』（昭和 2 年 3 月、旧庄内

藩主酒井家16代・酒井忠良書） 
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め
と
し
て
篠
原
國
幹
、
桐
野
利
秋
、
村
田
新
八
等
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

庄
内
の
俊
傑
の
士
、
旧
庄
内
藩
中
老
・
菅
実
秀
（
臥

牛
）
翁
が
初
め
て
西
郷
と
面
談
し
た
の
は
明
治
四
年

四
月
頃
の
こ
と
で
し
た
。
庄
内
の
人
々
は
、
西
郷
が

東
京
に
い
る
時
は
も
ち
ろ
ん
、
鹿
児
島
に
引
き
上
げ

た
後
は
、
遠
く
鹿
児
島
ま
で
一
ヶ
月
余
の
日
時
を
費

や
し
て
教
え
を
受
け
に
行
き
ま
し
た
。
教
え
を
受
け

た
人
々
は
そ
の
教
え
を
丹
念
に
筆
記
し
て
庄
内
に
持

ち
帰
り
、
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
人
々
は
ま
た
そ
れ
を

書
写
し
て
、
自
分
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
学
び

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
写
本
が
後
日
『
南
洲
翁
遺
訓
』

編
纂
の
資
料
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）
九
月
二
十
四
日
朝
、

西
郷
隆
盛
が
城
山
の
下
、
岩
崎
谷
で
没
し
た
こ
と
を

知
っ
た
庄
内
の
人
た
ち
の
悲
し
み
は
言
語
に
絶
す
る

も
の
で
し
た
。 

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
年
）
二
月
十
一
日
、 

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
に
伴
う
大
赦
で
西
郷
の
賊
名

が
除
か
れ
、
加
え
て
正
三
位
が
追
贈
さ
れ
ま
し
た
。

歓
喜
に
わ
い
た
庄
内
の
人
々
が
、
今
こ
そ
西
郷
の
偉

大
な
仁
徳
と
そ
の
眞
精
神
を
天
下
に
示
し
後
世
に
伝

え
る
時
と
考
え
て
着
手
し
た
の
が
『
南
洲
翁
遺
訓
』

の
刊
行
で
し
た
。 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
一
月
に
刊
行
さ

れ
る
や
い
な
や
、
酒
井
忠
篤
公
は
同
年
四
月
に
、
伊

藤
孝
継
、
田
口
正
次
を
、
東
京
を
中
心
に
、
三
矢
藤

『南洲翁遺訓』（財）荘内南洲会  

平成16年4月1日第3版発行 

す
げ
さ
ね
ひ
で 
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太
郎
、
朝
岡
良
高
は
中
国
地
方
か
ら
九
州
に
、
富
田

利
騰
、
石
川
静
正
は
北
陸
か
ら
北
海
道
に
と
、
全
国

の
心
あ
る
人
々
に
配
布
さ
せ
ま
し
た
。
文
字
通
り
風

呂
敷
を
背
負
っ
て
、
全
国
を
行
脚
し
て
の
弘
布
で
し

た
。（
以
上
、『
南
洲
翁
遺
訓
』（
第
三
版
）
を
参
考
） 

『
南
洲
翁
遺
訓
』
は
遺
訓
四
十
一
条
、
追
加
の
二

条
、
そ
の
他
の
問
答
と
補
遺
か
ら
成
り
ま
す
。 

著
者
が
小
学
生
だ
っ
た
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五

年
）
代
、
小
学
校
の
卒
業
記
念
に
、
身
の
丈
の
二
倍 

以
上
も
あ
る
孟
宗
竹
に
、
先
人
の
有
名
な
言
葉
な
ど

を
彫
り
込
ん
だ
も
の
を
つ
く
る
の
が
流
行
っ
て
い
ま

し
た
。
著
者
が
彫
り
込
ん
だ
の
は
、『
人
を
相
手
に
せ

ず
、
天
を
相
手
に
せ
よ
。』
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
小

学
生
の
分
際
で
、
よ
く
も
『
人
を
相
手
に
せ
ず
』
云
々

な
ど
と
、
そ
の
制
作
品
を
目
に
す
る
た
び
に
大
い
に

恐
縮
し
た
も
の
で
す
が
、
実
は
こ
の
言
葉
は
『
南
洲

翁
遺
訓
』
の
第
二
十
五
条
に
出
て
く
る
言
葉
だ
っ
た

の
で
す
。 

 

人
を
相
手
に
せ
ず
、
天
を
相
手
に
せ
よ
。
天
を
相

手
に
し
て
、
己
を
尽
く
し
人
を
咎
（
と
が
）
め
ず
、

我
が
誠
の
足
ら
ざ
る
を
尋
（
た
ず
）
ぬ
べ
し
。 

 

三
、
荘
内
南
洲
会
と
南
洲
神
社 

（
一
）
西
郷
南
洲
先
生
の
大
徳
の
顕
揚
、（
二
）『
南

洲
翁
遺
訓
』
の
講
究
と
弘
布
、（
三
）
社
会
風
教
作
興

へ
の
貢
献
を
願
い
と
し
て
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七

五
年
）
九
月
、
財
団
法
人
荘
内
南
洲
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。 

そ
し
て
、
翌
年
の
昭
和
五
十
一
年
六
月
に
酒
田
市

飯
盛
山
下
に
南
洲
神
社
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
伊
勢

神
宮
か
ら
用
材
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
総
檜
造
り
、

銅
板
葺
の
神
殿
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
南
洲
翁
遺
訓
』

（
第
三
版
）
に
『
東
北
の
一
角
、
此
の
酒
田
の
地
に
、

西
郷
・
菅
両
先
生
の
御
霊
を
鎮
座
し
、
朝
夕
拝
す
る

夢
が
実
現
し
た
事
は
、
言
語
に
盡
く
せ
ぬ
感
激
で
あ 

つ 
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（財）荘内南洲会によって昭和51年（1976年）に創建された南洲神社。

酒田市飯盛山下にあります。上下写真とも、2010年3月撮影。 

南洲翁と菅臥牛翁が対話している『徳の交わり』像。鹿児島市武町の西郷 

屋敷跡にあるものと同じものが平成13年（2000年）に建立されました。 
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西郷隆盛直筆の書展示室と（財）荘内南洲会理事長の水野貞吉さん。 

2017年6月荘内南洲神社で撮影。 

荘内南洲神社のパンフレット、年4回発行の機関誌『敬天』 

2017年6月荘内南洲神社で撮影。 



8 

 
                  

り
ま
し
た
。』
と
あ
り
ま
す
。 

南
洲
神
社
は
、（
財
）
荘
内
南
洲
会
に
よ
り
、
南

洲
会
館
、
南
洲
文
庫
と
共
に
運
営
さ
れ
、
南
洲
翁
に

関
す
る
遺
墨
、
遺
品
、
研
究
資
料
を
始
め
、
明
治
維

新
関
連
資
料
や
庄
内
出
身
の
偉
人
傑
士
の
書
画
な
ど

を
数
多
く
収
蔵
し
て
い
ま
す
。（
財
）
荘
内
南
洲
会
は

現
在
会
員
が
約
四
五
〇
名
。『
南
洲
翁
遺
訓
』
を
は
じ

め
、
論
語
や
人
間
の
道
を
求
め
た
古
聖
賢
の
教
え
な

ど
を
学
ぶ
『
人
間
学
講
座
』
の
開
催
（
毎
月
第
二 

土
曜
日
の
午
後
二
時
よ
り
四
時
ま
で
）、
機
関
紙
『
敬

天
』
の
年
四
回
の
発
行
、
西
郷
南
洲
翁
の
生
ま
れ
た

鹿
児
島
、
活
躍
し
た
薩
摩
、
流
島
さ
れ
た
島
々
、
西

南
戦
争
の
舞
台
と
な
っ
た
熊
本
・
人
吉
・
都
城
・
城

山
等
々
を
中
心
に
訪
ね
る
旅
な
ど
の
活
動
が
現
在
も

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
元
九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校
教
授
） 

 

― 西郷隆盛（南洲）翁の肖像画 ―  

 

寄贈者： 

石川新氏（石川静正の曾孫） 

平成25年11月21日 

 

この肖像画は、荘内藩士・石川静

正（1848～1925）によって描かれ

たものの複製（写真）である。石

川静正は、明治3年に約5ヶ月半、

明治8年に約20日間、訪鹿滞在し

西郷南洲翁の教を得ており、明治

8年訪鹿時に描かれたものである。 

西郷南洲翁の『武屋敷』の写生も

行っており、画人としても著名で

ある。（写真・文とも荘内南洲神社） 
2017年6月荘内南洲神社で撮影 


